
死
者
約
１
０
０
万
人
―
。干
ば
つ
と
国

内
紛
争
に
よ
る
政
府
の
不
十
分
な
対

策
で
起
き
た
と
い
わ
れ
る
、
１
９
８
４

年
の
エ
チ
オ
ピ
ア
大
飢
饉
の
犠
牲
者

だ
。こ
れ
だ
け
の
人
々
が
餓
死
し
た
と

い
う
現
実
に
、
世
界
中
が
衝
撃
を
受
け

た
。日
々
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
伝
え

ら
れ
る
惨
状
に
、
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る

国
際
的
関
心
は
、「
ア
フ
リ
カ
＝
飢
餓
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
高
ま
る
。そ
し

て
こ
れ
を
機
に
、
国
際
社
会
の
ア
フ
リ

カ
に
対
す
る
援
助
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
動

き
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

80
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
、
ア

フ
リ
カ
を
中
心
に
各
国
で
導
入
さ
れ

て
い
た
の
が
、「
構
造
調
整
ア
プ
ロ

ー
チ
」
と
呼
ば
れ
る
政
策
だ
。
70
年

代
よ
り
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
取
り
組
ん

で
き
た
野
心
的
な
開
発
計
画
は
円
滑

に
進
ま
ず
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど

の
国
際
環
境
の
変
化
も
あ
り
、
多
く

の
国
で
国
民
生
活
に
必
要
な
輸
入
資

金
が
枯
渇
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
世

界
銀
行
や
国
際
通
貨
基
金
と
い
っ
た

国
際
金
融
機
関
が
、
引
き
続
き
融
資

が
必
要
な
各
国
政
府
に
資
金
を
貸
し

付
け
る
条
件
と
し
て
、
市
場
の
自
由

化
や
政
府
機
能
の
縮
小
を
課
し
た
の

だ
。
そ
の
狙
い
は
、「
政
府
に
よ
る

無
駄
な
管
理
を
な
く
し
、
自
由
な
市

場
・
競
争
の
原
理
に
任
せ
て
経
済
成

長
を
促
す
こ
と
で
、
受
け
取
り
国
の

返
済
能
力
を
高
め
る
」
こ
と
。
こ
う

し
た
援
助
潮
流
の
中
、
日
本
も
、
世

界
銀
行
が
実
施
す
る
「
構
造
調
整
融

資
」
へ
の
協
調
融
資
な
ど
を
通
じ
、

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
輸
入
資
金
を
支
え

る
外
貨
支
援
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
こ
ろ
、
日
本
の
開
発

援
助
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
変
化
が
訪

れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
イ

ン
フ
ラ
建
設
な
ど
個
々
の

開
発
事
業
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
単
位
、
援
助
手
法
単
位

で
支
援
す
る
の
が
一
般
的

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
援
助
の
実
践
・
経
験

を
重
ね
る
中
で
、
教
育
、

保
健
、
水
な
ど
の
開
発
課

題
を
根
本
か
ら
改
善
、
解

決
し
て
い
く
た
め
に
は
、

課
題
を
よ
り
包
括
的
・
長

期
的
に
と
ら
え
た
援
助
を

組
み
立
て
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
学
ぶ
。
こ
う
し
て
、
複
数
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
援
助
手
法
を
組
み

合
わ
せ
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
プ
ロ

ー
チ
」
と
い
う
形
式
が
主
流
化
し
て

い
く
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
が
、
セ

ネ
ガ
ル
で
長
年
に
わ
た
り
実
施
さ
れ

て
い
る
地
方
給
水
支
援
だ
。

　

多
く
の
人
々
が
地
方
で
の
農
業
や

牧
畜
で
生
計
を
立
て
る
セ
ネ
ガ
ル

で
、
井
戸
は
命
に
も
等
し
い
大
切
な

も
の
。
し
か
し
、
既
存
の
水
源
の
多

く
で
水
質
悪
化
の
た
め
に
疾
病
が
ま

ん
延
し
た
り
、
乾
期
に
枯
れ
て
し
ま

う
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
ま

た
、
老
朽
化
や
給
水
能
力
不
足
の
た

め
、
そ
れ
ら
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
日
本
は
79
年
よ
り
、
既
存
の
井

戸
を
水
源
と
し
て
活
用
し
、ポ
ン
プ
、

貯
水
施
設
、
配
水
管
路
、
共
同
水
栓

な
ど
の
給
水
施
設
全
般
を
整
備
・
改

修
す
る
無
償
資
金
協
力
を
実
施
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
に
１
１
９
カ
所
の

村
落
で
協
力
を
実
施
し
、
そ
の
恩
恵

は
、
37
万
人
近
い
人
々
と
、
彼
ら
の

生
活
に
不
可
欠
な
家
畜
約
77
万
頭
に

及
ぶ
と
い
う
。

　

一
方
で
、
地
域
の
人
々
が
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
水
を
使
い
続
け
る
に

は
、
定
期
的
な
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
と
い
っ
た
、
住
民
自
身
に
よ
る
給

水
施
設
の
適
切
な
維
持
・
管
理
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
こ
で
、
99
年
か
ら
は

住
民
参
加
型
の
利
用
者
水
管
理
組
合

に
よ
る
井
戸
の
維
持
・
管
理
制
度
の

確
立
・
普
及
を
支
援
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
「
安
全
な
水
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
支
援
計
画
（
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）」

を
展
開
。〝
命
の
源
〞
で
あ
る
水
を

住
民
が
一
致
団
結
し
て
守
り
、
村
の

生
活
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
、
組
合

の
運
営
に
か
か
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

設
備
管
理
に
必
要
な
技
術
面
で
の
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
安
全
な
水
を
継
続
的
に
使
え
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。そ
れ
は
、

多
く
の
女
性
や
子
ど
も
を
水
く
み
か

ら
解
放
し
、
彼
ら
の
社
会
参
加
を
促

す
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」と
、

黒
川
恒
男
・
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
セ
ネ
ガ
ル

事
務
所
長
は
話
す
。
か
つ
て
は
、
農

村
人
口
の
約
半
分
が
安
全
な
水
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ず
、
水
く
み
に
従
事
す

る
多
く
の
女
子
が
重
労
働
に
苦
し

み
、
学
校
に
行
く
機
会
を
奪
わ
れ
て

い
た
。

　

開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、

約
30
年
間
現
地
の
給
水
施
設
を
整
備

し
、
ま
た
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｃ
で
水
管
理

組
合
の
強
化
に
も
携
わ
っ
て
き
た
日

本
テ
ク
ノ
株
式
会
社
、
高
松
章
二
・

代
表
取
締
役
は
、「
セ
ネ
ガ
ル
の
水

行
政
は
も
ち
ろ
ん
、エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
で
あ
る
住
民
の
声
に
も
耳
を
傾

け
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
長

年
築
き
上
げ
て
き
た
日
本
の
姿
勢
と

努
力
は
、
現
地
で
深
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
」
と
そ
の
成
果
を
実
感
し

て
い
る
。

継
続
す
る
力
に
支
え
ら
れ
た

セ
ネ
ガ
ル
の
地
方
給
水
整
備

激
動
、
そ
し
て
試
行
錯
誤
の
時
代

水管理組合による井戸の維持・管理
制度を普及するため、PEPTACで住
民に啓発活動を実施する

約100万人が餓死したとされる1984年のエチオピア飢饉。アフリカ支援への国際的な機運が
高まるきっかけとなった　○c Brian Lawrence/Rex/PPS

工具を用いたポンプの修理方法
を学ぶ水管理組合の人々

日本の無償資金協力で作られた共同水栓に人々が集まる。背後にそびえ立つ給水塔から送られてく
る水が、コミュニティーの命の源となっている（撮影：今村健志朗）
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90
年
代
に
入
る
と
、
ア
フ
リ
カ
援

助
の
主
流
と
な
っ
て
い
た
構
造
調
整

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
市
場
開
放
の
ス
ピ

ー
ド
に
比
べ
、
国
際
競
争
力
の
あ
る

産
業
育
成
が
進
ま
ず
、
期
待
と
は
裏

腹
に
ア
フ
リ
カ
経
済
の
停
滞
を
招

き
、
各
国
の
債
務
も
増
大
し
た
。
ま

た
〝
政
府
の
縮
小
〞
に
よ
り
、
公
務

員
の
数
や
教
育
・
保
健
分
野
の
予
算
・

補
助
金
な
ど
が
削
減
さ
れ
た
結
果
、

政
府
の
サ
ー
ビ
ス
で
恩
恵
を
受
け
て

き
た
貧
困
層
や
社
会
的
弱
者
が
置
き

去
り
に
さ
れ
、
貧
富
の
格
差
が
一
層

拡
大
す
る
。
国
際
社
会
で
は
、
東
西

冷
戦
体
制
が
終
結
し
、
か
つ
て
東
西

陣
営
の
勢
力
争
い
の
場
で
も
あ
っ
た

ア
フ
リ
カ
へ
の
地
域
的
・
戦
略
的
関

心
が
低
下
。
欧
米
諸
国
の
経
済
停
滞

の
影
響
も
重
な
り
、「
援
助
疲
れ
」

に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
支
援
そ
の
も
の

が
不
調
に
陥
る
こ
と
に
。
さ
ら
に
、

民
族
的
・
宗
教
的
な
対
立
や
資
源
の

利
権
争
い
を
も
と
に
各
地
で
紛
争
が

頻
発
し
た
り
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の

ま
ん
延
が
深
刻
化
す
る
な
ど
、
ア
フ

リ
カ
は
厳
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と

と
な
る
。

　

そ
ん
な
中
、
日
本
は
、
国
際
協
調

の
枠
組
み
の
中
で
各
国
の
経
済
運
営

を
見
守
り
な
が
ら
、
債
務
返
済
期
間

の
延
長
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
額
の
債

務
を
抱
え
て
い
た
国
々
の
債
務
負
担

を
軽
減
し
た
。
ま
た
、
減
少
が
続
い

て
い
た
ア
フ
リ
カ
支
援
に
歯
止
め
を

か
け
国
際
的
な
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
心

を
呼
び
戻
す
べ
く
、
93
年
に
第
一
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ⅰ
）
を
開
催
。
ア
ジ
ア
の
発
展
を
け

ん
引
し
て
き
た
日
本
の
経
験
に
対
す

る
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の
期
待
が
集

ま
る
中
、
ア
フ
リ
カ
の
「
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
」（
自
助
努
力
）
と
国
際
社

会
の「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」（
協
調
）

の
重
要
性
を
訴
え
る
。
さ
ら
に
、
98

年
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅱ
で
は
、
ア
フ
リ

カ
と
ド
ナ
ー
側
と
が
支
援
の
目
的
と

必
要
な
行
動
を
定
め
た
「
東
京
行
動

計
画
」
を
採
択
す
る
。

　

一
方
、
国
際
社
会
で
も
構
造
調
整

ア
プ
ロ
ー
チ
の
限
界
に
対
す
る
反
省

か
ら
、
人
々
の
貧
困
削
減
に
直
接
焦

点
を
当
て
た
支
援
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
、
重
債
務
国
の

救
済
策
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
条
件
と
し
て
世
界
銀
行
が
ア
フ

リ
カ
各
国
に
貧
困
削
減
戦
略
文
書

（
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
）※
の
作
成
を
求
め
る
こ

と
に
。
以
降
、Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
の
方
針
の

も
と
、
現
地
政
府
と
各
ド
ナ
ー
が
開

発
戦
略
を
共
有
し
、
限
ら
れ
た
援
助

リ
ソ
ー
ス
を
効
率
的
に
利
用
し
な
が

ら
、
よ
り
効
果
的
な
援
助
の
実
現
を

目
指
し
て
協
働
す
る
「
援
助
協
調
」

が
活
発
化
す
る
。

　

そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
が
ほ
か
の
援
助
国
や
国
際
機
関
、

現
地
政
府
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

人
々
の
貧
困
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
農
業
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
だ
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
人
口
の
約
8
割
が

生
計
を
農
業
に
頼
り
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
も

約
半
分
を
農
業
が
占
め
る
が
、
一
方

で
天
候
に
依
存
す
る
小
規
模
な
自
作

農
が
多
く
、
人
々
の
収
入
も
不
安
定

だ
。
そ
こ
で
日
本
は
、
コ
メ
の
収
量

拡
大
と
人
々
の
生
計
向
上
を
図
る
た

め
、
70
年
代
よ
り
北
部
キ
リ
マ
ン
ジ

ャ
ロ
州
を
舞
台
に
、
灌
漑
施
設
の
整

備
や
技
術
移
転
に
長
年
取
り
組
ん
で

き
た
（
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。
そ

し
て
90
年
代
後
半
に
入
る
と
、
援
助

国
や
国
際
機
関
の
間
で
、Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ

の
枠
組
み
の
も
と
、
農
業
分
野
で
も

援
助
協
調
に
よ
っ
て
効
果
的
な
支
援

を
実
施
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま

る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
そ
の
枠
組
み
と
な

る
農
業
セ
ク
タ
ー
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
の
政
府
・
ド
ナ
ー
間
の

調
整
役
に
名
乗
り
を
挙
げ
、
以
来
、

政
府
へ
の
財
政
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
協
力
を
効
果
的
に
組
み
合
わ

せ
、
援
助
が
最
大
限
の
成
果
を
生
み

出
す
よ
う
、Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
議
論
と
取

り
組
み
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
き
た
。

　
「
援
助
協
調
の
中
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

長
年
の
農
業
分
野
で
の
経
験
は
大
い

に
生
か
さ
れ
て
い
る
」と
話
す
の
は
、

元
タ
ン
ザ
ニ
ア
事
務
所
次
長
で
、
か

つ
て
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
枠
組
み
づ
く
り
に

か
か
わ
っ
て
き
た
古
川
光
明
・
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
究
所
上
席
研
究
員
だ
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
州
で
展
開

し
て
き
た
農
業
人
材
育
成
モ
デ
ル

は
、現
地
政
府
も
そ
の
効
果
を
認
め
、

現
在
は
そ
れ
を
全
国
に
拡
大
す
べ
く

積
極
的
な
後
押
し
を
続
け
て
い
る
。

　

牧
野
耕
司
・
元
タ
ン
ザ
ニ
ア
事
務

所
次
長
も
、「
援
助
協
調
の
場
で
、
机

上
の
論
理
と
し
て
、
例
え
ば
『
い
つ

ま
で
に
灌
漑
施
設
の
整
備
計
画
を
作

ろ
う
』
と
言
う
の
は
簡
単
。
で
も
実

際
に
は
、そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
大
変
で
、

ど
ん
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
の

か
と
い
っ
た
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ

る
視
点
が
欠
か
せ
な
い
」
と
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
持
ち
込
む
現
場
の
視
点
の
重

要
性
を
強
調
す
る
。
70
年
代
か
ら
積

み
上
げ
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
経
験
。

そ
れ
が
今
、
現
地
政
府
の
手
で
中
央

の
政
策
に
生
か
さ
れ
、
援
助
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貧
困
の
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大
と

援
助
疲
れ
の
克
服
へ

援助効果を高めるため、ASDPによる調整会議の場で、現地政府と各ドナー
間での議論が続く

タンザニアでは、長年支援してきたJICAのキリマンジャロ州での人材育成モデルの経験が評価され、今では援助協調の枠組みの中で、全国への普及が進められている
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※経済成長や雇用促進、教育や保健といった公的サービスの改善など、巨額の債務を
抱える貧困国が自ら貧困削減を実現していくために必要な政策・戦略を定めたもの。

1998年に開催されたTICADⅡで基調講演を行う小渕恵三首相（当時） ○C 時事

アンゴラ内戦で負傷した兵隊（1993年） ○C Jack Picone/Alamy/PPS

現
場
の
経
験
を

タ
ン
ザ
ニ
ア
全
土
に

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000
（百万ドル）

1960 1970 1980 1990 2000 2008

■主要国の対アフリカ援助実績（1960～2008年）

（年）
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出典：DCD-DAC「Aid Statistics」
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